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会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に

は
、
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。 

 

記
録
に
よ
る
と
大
正
八
年
に
札
幌

福
島
県
人
会
が
創
立
し
、
そ
の
後
各
地

に
結
成
さ
れ
た
県
人
会
間
の
交
流
と

親
睦
を
目
的
と
し
て
、
「
福
島
県
人
会

北
海
道
連
合
会
」
の
結
成
総
会
が
昭
和

四
十
八
年
五
月
に
函
館
市
で
開
催
以

来
、
欠
か
す
こ
と
な
く
開
催
地
の
県
人

会
が
主
管
と
な
り
、
そ
こ
の
会
員
皆
様

の
特
色
あ
る
お
も
て
な
し
を
頂
い
て
、

連
合
会
の
目
的
で
あ
る
楽
し
い
総
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

 

各
県
人
会
創
立
の
背
景
を
調
べ
て

み
る
と
、
私
達
の
先
人
の
足
跡
は
、
未

開
拓
の
地
で
血
と
汗
を
流
し
て
苦
難

と
闘
い
克
服
し
な
が
ら
、
農
林
業
、
畜

産
や
酪
農
業
、
漁
業
や
水
産
業
の
開
拓

と
振
興
を
図
り
発
展
に
尽
く
し
て
、
今

日
の
北
海
道
を
築
く
力
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。 

 

又
、
国
会
議
員
や
道
議
会
議
員
や
地

方
自
治
体
の
長
と
し
て
政
治
の
分
野

に
、
或
い
は
、
教
育
や
文
学
・
芸
術
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
は
洵
に
大
で
あ
り
、

そ
し
て
先
人
の
血
と
汗
と
志
を
継
承

し
て
各
地
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
会
員
と
、
県
人
会
を
讃
え
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

高
齢
化
の
影
響
で
県
人
会
員
の
減

少
が
大
き
な
悩
み
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
福
島
県
人
が
北
海
道
や
各
地
発
展

に
果
た
し
て
き
た
実
績
を
誇
り
に
、
勧

誘
活
動
で
会
員
増
加
を
図
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

本
年
十
月
、
四
年
毎
に
開
催
の
「
全

国
ふ
く
し
ま
県
人
会
サ
ミ
ッ
ト
」
が
北

海
道
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
東

北
大
地
震
で
被
災
し
た
福
島
県
は
、
原

子
力
発
電
所
の
放
射
能
漏
れ
の
影
響

が
極
め
て
大
き
く
、
県
民
の
流
出
の
人

口
減
を
含
め
て
復
興
は
依
然
と
し
て

進
ん
で
い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ふ

く
し
ま
の
復
興
や
風
評
払
拭
、
風
化
防

止
に
果
た
す
べ
き
県
人
会
の
取
り
組

み
を
テ
ー
マ
に
、
併
せ
て
会
員
拡
大
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
を
交
流
し

ま
す
が
、
母
県
の
復
興
と
県
民
の
笑
顔

を
取
り
戻
す
為
に
も
、
応
援
団
体
と
し

て
の
県
人
会
の
存
在
と
活
動
が
大
き

な
力
と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

各
地
県
人
会
員
が
一
同
に
会
す
る

総
会
が
、
美
幌
県
人
会
の
お
世
話
に
な

り
網
走
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

皆
様
と
お
元
気
で
再
会
す
る
こ
と

を
心
か
ら
お
待
ち
し
ま
す
。 

  

  

                                                 

福
島
県
知
事 

内
堀 

雅
雄 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
発

足
以
来
、
ふ
る
さ
と
を
同
じ
く
す
る

方
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
会

員
相
互
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
着
実

に
発
展
を
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
想
う

御
熱
意
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
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ま
た
、
皆
さ
ん
に
は
、
本
県
に
格
別
の

お
力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

震
災
か
ら
間
も
な
く
五
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
も
な
お
十

万
人
近
い
県
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
生

活
を
続
け
、
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
や
被

災
者
の
生
活
再
建
な
ど
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
復
興
は
い
ま
だ
途
上
で
あ

り
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
、
昨
年
は
ふ
た
ば
未
来
学

園
高
等
学
校
の
開
校
を
始
め
、
環
境
創

造
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
復
興
を
支
え
る

拠
点
施
設
の
整
備
進
展
や
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
で
の
若
者
の
活
躍
な
ど
、
明
る
い

光
が
着
実
に
広
が
り
を
見
せ
て
お
り

ま
す
。 

県
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
一
層
復
興
を

実
感
で
き
る
よ
う
、
昨
年
末
に
改
訂
し

た
復
興
計
画
に
基
づ
く
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
確
実
に
実
行
に
移
し
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

中
で
も
、
避
難
地
域
の
復
興
再
生
は

最
優
先
課
題
で
あ
り
ま
す
。
環
境
回
復

や
生
活
再
建
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
や
公

共
交
通
な
ど
の
広
域
的
な
課
題
へ
の

対
応
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト

構
想
の
具
体
化
な
ど
、
一
日
も
早
い
避

難
地
域
の
復
興
再
生
に
向
け
、
県
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 ま

た
、
経
済
や
産
業
に
活
気
が
な
け

れ
ば
福
島
の
復
興
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
業

な
ど
の
既
存
産
業
の
再
生
は
も
と
よ

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
医
療
関

連
産
業
を
始
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
産
業
、

航
空
宇
宙
関
連
産
業
な
ど
、
新
た
な
産

業
が
福
島
の
地
で
生
ま
れ
、
育
っ
て
い

く
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

さ
ら
に
、
復
興
と
併
せ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
地
方
創
生

で
あ
り
ま
す
。
昨
年
末
に
策
定
し
た
地

方
版
総
合
戦
略
の
各
施
策
を
重
点
的

に
推
進
し
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域

の
活
性
化
を
し
っ
か
り
と
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
に
も
、
風
評
・
風
化
対
策
、

避
難
者
支
援
、
強
い
農
林
水
産
業
の
再

生
、
活
力
あ
る
商
工
業
づ
く
り
、
社
会

生
活
基
盤
整
備
な
ど
、
山
積
す
る
課
題

の
一
つ
一
つ
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

震
災
・
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
と

地
方
創
生
を
二
つ
の
大
き
な
柱
と
し

て
、
直
面
す
る
課
題
に
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、
住

ん
で
良
か
っ
た
、
来
て
良
か
っ
た
」
と

思
え
る
福
島
県
の
実
現
を
目
指
し
て
、

県
民
と
と
も
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
県
人
会
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
福
島
県
人
会
北
海
道
連

合
会
の
限
り
な
い
発
展
と
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

        

 

 

二
十
八
年
度
総
会
・
新
年
会
開
催 

函
館
福
島
県
人
会 

  

去
る
一
月
十
六
日
（
土
）
正
午
か
ら

二
十
八
年
度
総
会
・
新
年
会
を
魚
喜
亭

（
会
員
の
お
店
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
夜
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年

は
会
員
の
意
見
も
あ
り
昼
間
の
開
催

と
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
会
員
十
六
名

に
県
北
海
道
事
務
所
か
ら
坪
井
主
査

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
山
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
「
い
よ

い
よ
三
月
二
十
六
日
に
北
海
道
新
幹

線
が
開
業
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
函
館

と
福
島
の
交
流
が
い
っ
そ
う
深
ま
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
県
北
海
道
事
務
所
の
坪
井
主

査
は
、
配
布
資
料
を
基
に
県
内
の
除
染

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
復
興
状
況
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
引
き
続
い
て
の
支
援

を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
傷
心
惨

目
碑
前
祭
な
ど
恒
例
行
事
の
他
、
北
海

２ 



道
新
幹
線
開
業
記
念
行
事
と
し
て
「
新

幹
線
を
利
用
し
て
の
母
県
訪
問
」
を
企

画
、
詳
細
は
こ
れ
か
ら
と
な
る
が
前
向

き
に
検
討
し
た
い
と
提
案
さ
れ
ま
し

た
。 

 

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、

小
山
会
長
を
は
じ
め
全
役
員
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
、
記
念
撮
影
を
し
新
年

会
に
入
り
ま
し
た
が
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

最
後
は
、
こ
の
た
び
函
館
の
歴
史
に

つ
い
て
長
年
地
元
新
聞
に
連
載
し
た

記
事
に
加
筆
し
、
「
函
館
郷
土
秘
話
」

と
し
て
自
費
出
版
し
た
近
江
幸
雄
会

員
に
、
そ
の
解
説
も
兼
ね
締
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

第
三
十
三
回
福
島
県
人
会 

道
東
地
区
合
同
観
楓
会 

 

美
幌
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

大
竹 

啓 

  

母
県
を
愛
す
る
北
海
道
の
皆
々
さ

ん
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
で
す
か
。
昨

年
十
月
三
～
四
日
、
紅
葉
の
ま
っ
た
だ

中
、
道
東
地
区
観
楓
会
が
弟
子
屈
町
川

湯
温
泉
き
た
ふ
く
ろ
う
温
泉
で
開
催

さ
れ
、
福
島
県
北
海
道
事
務
所
か
ら
鈴

木
次
長
、
岡
部
副
主
査
が
出
席
さ
れ
、

総
勢
三
十
九
名
が
参
加
さ
れ
、
昼
か
ら

は
川
湯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
日
頃
鍛

え
た
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
老
い
た

身
体
に
鞭
打
っ
て
今
ま
で
に
な
い
良

い
成
績
で
終
了
。
結
果
は
、
男
子
優
勝

者
は
、
別
海
福
島
県
人
会
大
内
照
雄
会

員
、
女
性
優
勝
者
は
、
浜
中
福
島
県
人

会
吉
家
慶
子
会
員
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞
は
、
美
幌
県
人
会
打
地
健
一
、
大
竹

シ
ヅ
子
、
佐
藤
登
の
三
会
員
に
き
た
ふ

く
ろ
う
賞
と
な
り
、
帰
路
は
徒
歩
で
途

方
に
疲
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
は
温

泉
に
浸
か
り
疲
れ
回
復
？
、 
十
八
時

か
ら
懇
親
会
と
な
り
、
美
幌
県
人
会
北

畠
幹
事
長
の
音
頭
で
三
十
九
名
全
員

の
参
加
、
又
、
き
た
ふ
く
ろ
う
温
泉KK

様
よ
り
最
高
齢
参
加
記
念
と
し
て
、
浜

中
福
島
県
人
会 

西
村
ト
ヨ
会
員
に

贈
呈
。
そ
の
後
は
、
待
ち
に
待
っ
た
、

日
頃
鍛
え
た
喉
の
披
露
。
会
員
の
中
に

は
プ
ロ
並
み
の
方
も
お
り
、
盛
大
な
拍

手
と
ア
ン
コ
ー
ル
で
盛
り
上
が
り
、
時

間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
延
長
と
な
り
、

締
め
は
、
会
員
全
員
で
北
海
盆
踊
り
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

翌
日
、
福
島
県
北
海
道
事
務
所
鈴
木

次
長
、
岡
部
副
主
査
、
美
幌
県
人
会
近

藤
会
長
、
北
畠
幹
事
長
、
大
竹
会
計
の

五
名
は
、
平
成
二
十
八
年
度
北
海
道
連

合
会
総
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
、
網
走
湖

荘
支
配
人
と
行
っ
た
後
、
網
走
道
の
駅

で
野
菜
そ
ば
を
食
べ
て
解
散
し
ま
し

た
。
二
日
間
の
お
付
き
合
い
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

            

   

平
成
二
十
八
年
度
福
島
県
人
会 

北
海
道
連
合
会
総
会
開
催
地 

美
幌
福
島
県
人
会
よ
り 

 

美
幌
町
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

前
崎 

孝
子 

  

道
内
に
も
春
ら
し
い
季
節
が
訪
れ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
が
、
福
島
県
人
会
の
皆
さ
ん
に

は
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。 

 

月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
昨
年

の
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
総
会

で
、
苫
小
牧
福
島
県
人
会
様
に
お
世
話

に
な
っ
て
か
ら
最
早
一
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
節
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
と

て
も
懐
か
し
く
楽
し
い
思
い
出
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
今
年
の
北
海
道
連
合
会
総
会

は
、
美
幌
福
島
県
人
会
が
担
当
で
す
。

開
催
地
と
し
て
皆
様
方
に
満
足
頂
け

る
よ
う
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
が
、
例
年

出
席
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
感
ず
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
開
催
に
花
を
添
え
て
盛

３ 



り
上
げ
て
戴
く
に
は
地
元
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
県
人
会
会
員
の
み
な
さ
ん

に
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
何
よ
り
一
番
の

力
と
思
い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
道

東
美
幌
へ
と
足
を
お
運
び
く
だ
さ
る

よ
う
、
美
幌
福
島
県
人
会
会
員
一
同
、

心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
方
と
お
逢
い
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
道
東
美
幌
周
辺
に
も
観
光
し
て
い

た
だ
け
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。
） 

              

 

 

 

美
幌
町
福
島
県
人
会 

 
 

本
吉 

紀
登
美 

 
 

田
中 

由
里
子 

 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

  

 

 

全
国
新
酒
鑑
評
会
金
賞
受
賞 

四
年
連
続
全
国
一
位
に 

 

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所

が
開
催
し
て
い
る
、
平
成
二
十
七
酒
造

年
度
「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」
に
お
い
て
、

福
島
県
か
ら
は
四
十
一
銘
柄
が
出
品

さ
れ
、
二
十
六
銘
柄
が
入
賞
、
う
ち
十

八
銘
柄
が
金
賞
に
選
ば
れ
、
金
賞
受
賞

数
で
全
国
一
位
と
な
り
ま
し
た
。 

福
島
県
が
金
賞
受
賞
で
日
本
一
と

な
る
の
は
、
四
年
連
続
で
す
。 

本
県
酒
造
業
者
の
高
い
技
術
と
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら

れ
た
「
ふ
く
し
ま
の
酒
」
の
品
質
が
、

本
年
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
に
誇
れ
る
お
い
し
い
福
島
県

日
本
酒
を
皆
様
も
是
非
ご
賞
味
く
だ 

さ
い
。 

 

【
福
島
県
の
金
賞
受
賞
銘
柄
】 

廣
戸
川
（
松
崎
酒
造
店
（
天
栄
村
）
）
、

穏
（
仁
井
田
本
家
（
郡
山
市
））、 

あ
ぶ
く
ま
（
玄
葉
本
店
（
田
村
市
）
）
、

三
春
駒
（
佐
藤
酒
造
（
三
春
町
））、 

奥
の
松
（
東
日
本
酒
造
協
業
組
合
（
二

本
松
市
））、
会
津
中
将
（
鶴
乃
江
酒
造

（
会
津
若
松
市
））、
名
倉
山
（
名
倉
山

酒
造
（
会
津
若
松
市
））、
嘉
永
蔵
大
吟

醸
（
末
廣
酒
造
嘉
永
蔵
（
会
津
若
松

市
））、
弥
右
衛
門
（
大
和
川
酒
造
店
（
喜

多
方
市
））、
会
津
ほ
ま
れ
（
ほ
ま
れ
酒

造
（
喜
多
方
市
））、
大
吟
醸
き
た
の
は

な
（
喜
多
の
華
酒
造
場
（
喜
多
方
市
））、 

國
権
（
国
権
酒
造
（
南
会
津
町
））、 

榮
四
郎
（
榮
川
酒
造
（
磐
梯
町
））、 

会
津
栄
川
（
栄
川
酒
造
（
西
会
津
町
））、

玄
宰
（
末
廣
酒
造
博
士
蔵
（
会
津
美
里

町
））、
萬
代
芳
（
白
井
酒
造
店
（
会
津

美
里
町
））、
學
十
郎
（
豊
国
酒
造
（
会

津
坂
下
町
））、
一
生
青
春
（
曙
酒
造
（
会

津
坂
下
町
）） 

 

「
第
４
回
全
国
う
つ
く
し
ま
県
人
会
交

流
会
（
県
人
会
サ
ミ
ッ
ト
）」
の
開
催
に

つ
い
て 

  

「
う
つ
く
し
ま
県
人
会
交
流
会
（
県

人
会
サ
ミ
ッ
ト
）
」
は
、
全
国
の
福
島

県
人
会
の
会
員
が
一
堂
に
会
し
、
参
加

者
相
互
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
や
各
地
域
と
の
持
続
的
な
交
流
、
さ

ら
に
は
各
県
人
会
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
平
成
十
六
年
か
ら
四
年
に
一

度
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

四
回
目
と
な
る
今
年
は
、
十
月
に
北

海
道
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、
皆
様
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

４ 


